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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、主に免疫系細胞で発現するクラスB 7回膜貫通型（TM7）受容体ファミリーのメンバーをコードしています。ファミリーのメンバーは、ムチン様スペーサードメインを介してTM7ドメインに結合した、可変数のN末端上皮成長因子（EGF）様ドメインを含む拡張細胞外領域を特徴としています。この遺伝子は、19番染色体上のムチン様ホルモン受容体2を含むEGF様分子をコードする遺伝子と密接に関連しています。このタンパク質は、免疫反応および炎症反応における骨髄細胞間相互作用において役割を果たす可能性があります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年1月]、機能：免疫反応および炎症反応における骨髄細胞間相互作用に関与すると考えられる受容体。この受容体の可溶性型のリガンドは、単球由来マクロファージおよび活性化好中球の表面に存在する。,PTM:タンパク質分解により2つのサブユニット（細胞外αサブユニットと7回膜貫通型サブユニット）に切断される。,類似性:Gタンパク質共役受容体2ファミリー（LN-TM7サブファミリー）に属する。,類似性:1つのGPSドメインを含む。,類似性:2つのEGF様ドメインを含む。,細胞内局在:可溶性型（αサブユニット）も検出される。,サブユニット:7回膜貫通型部分（βサブユニット）に非共有結合した大きな細胞外領域（αサブユニット）からなるヘテロ二量体を形成する。,組織特異性:主に白血球に限定して発現し、好中球、単球、マクロファージで最も高いレベルで発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	EMR3抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

